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序 文 

エジプト国（以下、エ国）においては、近年、慢性的な貿易赤字を抱えていることから、

貿易赤字解消の方策として輸出振興を国家の主要経済政策の一つとして掲げている。これら

輸出振興のための政策の立案や促進については同国経済貿易省が所管しているが、具体的な

輸出振興策の実施については、同省傘下にあるエジプト輸出振興センター（EEPC）を始め

とした様々な輸出サービスを提供する機関によって行われている。 

かかる背景のもと、エ国通産省は、これら輸出サービス供給体制の更なる強化を図るため

に、新たに、民間企業を主な対象として貿易実務の研修を実施する貿易研修センターを設立

することとし、同計画を実現するために、貿易実務に携わる人材の強化を目的としたプロジ

ェクト方式技術協力を 1996 年 11 月、我が国に対し要請した。 

同要請に基づき、JICA は、本プロジェクトの本格的な人材育成支援の開始に先立ち、ニ

ーズ確認とエ国側実施体制の構築に係る協力を、第 1 フェーズ段階として 2002 年 8 月から

2004 年 7 月まで 2 年間実施した。今次終了時評価調査は、同プロジェクトの終了を控え、

これまで実施してきた協力の成果や実績について、討議議事録および技術協力計画等に基づ

き、評価 5 項目に従って評価を行い、今後の協力の方向性について協議を行うと共に、同結

果につき両国政府関係機関に報告する目的で実施した。本報告書は、これらの調査結果を取

りまとめたものである。 

これまでのプロジェクト実施にご尽力いただいた関係者の皆様や、終了時評価調査団派遣

にご協力いただいた日本・エジプト両国の関係各位に対し、深甚なる謝意を表すとともに、

今後のプロジェクトの実施にあたり、引き続きのご支援、ご協力をお願い申し上げます。 

 

平成 16 年年 4 月 

 

独立行政法人 国際協力機構 

経済開発部 

部長 佐々木 弘世 



 

略 語 

C/P ： Counterparts カウンターパート 
DBWEAA ： Development of Business Women Export 

Abilities Association 
 

EBA ： Egyptian Businessman's Association エジプト企業家協会 

EEPC ： Egyptian Export Promotion Center エジプト輸出振興センター 
EGEA ： Economic Growth, Environment and 

Agriculture 
 

FTTC ： Foreign Trade Training Center 貿易研修センター 
GOEIC ： General Organization for Exports and Imports 

Control 
輸出入管理公団 

GOIEF ： General Organization for International 
Exhibitions & Fairs 

国際展示・見本市公団 

IIFT ： Indian Institute of Foreign Trade インド対外貿易研究所 

IMP ： Industrial Modernization Program 産業近代化計画 

ITC ： International Trade Center 国際貿易センター 
JETRO ： Japan External Trade Organization 独立行政法人 日本貿易振興

機構 

JICA ： Japan International Cooperation Agency 独立行政法人 国際協力機構

MBA ： Master of Business Administration 経営学修士コース 

MOFT ： Egyptian Ministry of Foreign Trade 通産省 

PO ： Plan of Operations 運営計画 

R/D ： Record of Discussions 討議議事録 

TCP ： Technical Cooperation Program 技術協力計画 

TOT ： Training of Trainers トレーナーズ・トレーニング

TQM ： Total Quality Management 総合品質経営 

TSI ： Tentative Schedule of Implementation 実施スケジュール案 

WTO ： World Trade Organization 世界貿易機関 
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第 1 章 終了時評価調査の概要 

1-1 調査団派遣の経緯と目的プロジェクトの背景 

エジプト・アラブ共和国（以下「エジプト」）は慢性的な貿易赤字を抱え、経済改革政策

の中でもとりわけ輸出振興を最重視している。輸出セクターの支援に加え、輸出部門が直面

している障壁を打開するため、大統領が長を務める輸出振興会議が組織さている。 
エジプトの輸出部門における人材開発の最大の障害は次の通りである： 

 マーケティング・スキルが中小企業に不足していること； 

 情報通信・マーケティング分野を中心とする成長著しい技術にキャッチアップするた

め、輸出業者のパフォーマンスを向上させる必要があること； 

 エジプトには輸出研修機関がないこと； 

 輸出業者に継続的に研修プログラムを提供できる講師層が欠如していること； 

 国際トレードフェア等の輸出促進活動に参加しても得られる成果が限られているこ

と。 

 

上述の問題に加えて、パッケージングや輸送、輸出ロジスティックス、TQM 等の輸出関

連サービスにおいても効率性の低さが見られた。 

そこで、エジプト政府は貿易研修センター（FTTC）を設立し貿易関連人材の開発を行う

べく、技術協力を日本政府に要請した。 

今回の調査は、プロジェクトの終了を 2004 年 7 月に控え、2 年間の協力実績について討

議議事録（Record of Discussions: R/D）及び技術協力計画等に基づき、評価 5 項目に従って

評価を行うとともに、今後の対応策について協議し、その結果について両国政府機関に報

告・提言することを目的とする。 

 

1-2 調査団の構成と調査期間 

(1) 調査団の構成 

氏 名 担 当 所 属 

十郎 正義 団長・総括 国際協力機構鉱工業開発部調査役 

古市 信義 技術移転計画 オフィス NOB 代表 

若杉 由香子 貿易研修 日本貿易振興機構貿易開発部開発支援課 

酒本 和彦 評価管理 国際協力機構鉱工業開発協力第一課 

近藤 久洋 評価分析 
オーバーシーズ・プロジェクト・マネージメン

ト・コンサルタンツ株式会社 
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(2) 調査期間 

2004 年 3 月 6 日から 3 月 24 日まで（18 日間）。 

 

1-3 対象プロジェクトの概要 

(1) 協力期間：2002 年 8 月から 2004 年 7 月まで 

(2) 相手国実施期間：貿易研修センター（Foreign Trade Training Center） 

(3) 目標 

 上位目標：「FTTC が本格稼働を開始する」 

 プロジェクト目標：「FTTC が本格稼働する準備が整えられる」 

 成果： 

1) 「プロジェクトの実施体制が整備される」 

2) 「必要な機材が提供され適切に管理・運営・維持される」 

3) 「研修ニーズに関する詳細な情報が収集・分析される」 

4) 「研修プログラムの企画・運営・評価が行われる」 

5) 「ニーズ調査結果及び研修プログラムの評価結果をもとに、FTTC の本格的な活

動のための諸計画が作成される」 
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第 2 章 終了時評価の方法 

2-1 ロジカルフレームワーク 

現行のロジカルフレームワークに記載された上位目標とプロジェクト目標は表現上の言

い換えに近く、プロジェクト目標の達成自体が上位目標の達成になる可能性が強いが、本評

価ではロジカルフレームワークには修正を加えないこととした。 

なお、後述するとおり本プロジェクトはほぼ本格稼働のための準備を基本的に終えていた。

その結果、「本格稼働のための準備」だけを評価項目とするのでは、評価結果が評価前から

明らかになっていたため、本評価では「研修生の増加」という評価項目を加え、本格稼働の

準備が研修生の増加に貢献しているかどうかを評価した。 

また、上位目標とプロジェクト目標にある「本格稼働」という用語の曖昧さも残るが、全

活動の実施をもって「本格稼働」とすることを確認した。 

 

2-2 主な調査項目と情報・データ収集方法 

(1) 主な調査項目 

 実績確認と実施プロセスの把握： 

1) 日本・エジプト双方の投入、プロジェクトの成果、プロジェクト目標、上位目標の

具体的な達成度を確認する。 

2) 運営・管理状況、活動状況、C/P への技術移転方法を中心にプロジェクト協力期間

中の実施プロセスについて把握する。 

 評価 5 項目による評価：上記(1)で確認されたプロジェクトの実績及び実施プロセスに

ついて、1)妥当性、2)有効性、3)効率性、4)インパクト、5)自立発展性、の観点（評価

5 項目）から評価を行う。 

 阻害・貢献要因の総合的検証：プロジェクト目標及び成果の達成に貢献した要因、達

成を阻害した要因を調査・分析する。 

 総括・教訓及び提言： 

1) 上記評価 5 項目による評価結果を受けて、プロジェクトの総合判定を行う。 

2) 上記結論に基づき、プロジェクト、JICA 及びエジプト側政府関係者に対し、助言を

行う。 

3) 上記結論に基づき、実施中もしくは実施予定の類似プロジェクトについて、プロジ

ェクト発掘・形成・実施上参考となる教訓をとりまとめる。 
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(2) 情報・データ収集方法 

 文献資料調査： 

1) プロジェクトの実施前もしくは実施中に双方でなされた各種合意（R/D、Minutes of 

Meeting、ロジカルフレームワーク、運営計画（PO）、技術協力計画（TCP）、Tentative 

Schedule of Implementation（TSI）等； 

2) 双方の投入実績記録； 

3) アウトプットの達成度に関するデータ・統計 

 直接観察：導入された資機材が適切に維持・使用され、教材が十分に開発・維持され

ているかを観察により評価する。 

 アンケート調査及びインタビュー調査：カウンターパートとクライアント及び実施期

間との協力関係が予想される各種財界団体等を中心に、面談及び質問票調査を実施す

る（対象者については別添資料を参照）。 

 

2-3 エジプト側評価チームの構成 

エジプト側評価チームは Said Talaat Harb 博士をリーダーとして、合計 4 人で構成された。 

 

Name Title 

Dr. Said Talaat Harb Executive Director, FTTC 
Dr. Alaa Ezz Representative of the Board of Directors of FTTC/Advisor of 

Federation of Egyptian Industries 

Dr. Mohamed Zakaria Director of Training Department, FTTC 

Mr. Osama Ali Ahmad Manager of Finance and Administration, FTTC 

 

上記エジプト側評価チームは 2004 年 3 月 23 日に日本側調査団と協議を行い、合同評価報

告書の作成に協力のうえ、署名した。 
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第 3 章 調査結果 

3-1 プロジェクトの目標達成度と実施プロセス 

評価項目 調査結果 
参照 

*) 参照番号は Annex 番号も

しくは質問票の質問番号 

1. 上位目標の達成度 

1-1. 本格稼働の開

始 
＋ FTTC は本格活動の準備を終え、活動を開始し

ている。 
＋ FTTC はロジカルフレームワークに規定された

以上の項目を実施しており、既に職員、予算、

運営計画を有している。 

 文献調査（Annex 
2, 3, 4, 6, 8, 23, 24）

 面談調査 

2. プロジェクト目標の達成度 

2-1. 本格稼働への

準備状況 
＋ 本格稼働に関連する準備は全て行われている。

その結果、機材は導入され、必要な C/P 及び予

算は割り当てられ、研修コースが開発されてい

た。 

 文献調査（Annex 
2, 3, 6, 8, 23, 24） 

 面談調査 
 質問票調査（CP 
2-1; EX 3-1, 3-2） 

2-2. 研修を受けた

人材の増加 
 
 
 
*) この評価項目は

当初のロジカルフ

レームワークには

含まれていなかっ

たが、既に研修コー

スが実施されてい

る こ と が Project 
Consultation Team
により確認された

ため、新規評価項目

として追加した。 

＋ 開所以来 FTTC は 1,300 人以上の研修生を政府

及び様々なセクターの企業から受け入れてい

る。研修生はいずれも研修コースで得られた知

識・スキルを貿易実務に応用することに肯定的

であった。 
－ しかし、研修生によっては、「FTTC の研修は

実用面を一層強化すべき」と感じていた。 

 文献調査（Annex 
15, 18） 

 面談調査 
 質問票調査（CL 3; 
BA 3-1; EX 5-1） 

3. プロジェクト成果の達成度 

3-1. 運営体の設立

状況 
＋ プロジェクトによって、現段階で必要な 10 人の

C/P を含む 18 人の職員が割り当てられた。 
＋ FTTC は 4 部で構成され、それぞれ所長のもと、

財務・管理部、IT 部、研修事業部、プロモーシ

ョン部となっている。 

 文献調査（Annex 
6, 23, 24） 

 面談調査 
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評価項目 調査結果 
参照 

*) 参照番号は Annex 番号も

しくは質問票の質問番号 
3-2. 資 機 材 の 提

供・導入・運

用・維持管理 

＋ いずれの資機材とも JICA・FTTC が適時提供し

た。FTTC は導入以降、維持管理記録を行って

きている。 

 文献調査（Annex 
10, 23, 24） 

 面談調査 
3-3. 研修コースに

関する詳細情

報の収集・分

析 

＋ 全研修コース後、FTTC は 7 項目に関する質問

票を配布・回収している。 
＋ 記入済みの質問票は FTTC 職員が分析・コメン

ト・提言を加え、所長に提出される。 
＋ また、所長自らがトレーニングコースの評価の

ために研修を見学している。 

 面談調査 

3-4. 研修コースの

計画・実施・

評価 

＋ FTTC は 5 カテゴリーの 19 科目を開発し、うち

15 科目を実施している。 
＋ コースは研修後に行われる研修生向け質問票、

FTTC 職員による質問票分析、所長の見学によ

り評価なされる。 
＋ 教材のほぼ半数が既に開発されている。 
－ 短期専門家の意見によると、研修コースをより

顧客志向とすべきとされた。 

 文献調査（Annex 
17, 21, 及び FTTC
冊子） 

 面談調査 

3-5. FTTC の運営

計画に対する

実施協議調査

団報告書のフ

ィードバック 

＋ FTTC は基本的に合意事項を実施していた。 
＋ FTTC は現在新卒者を 4 名採用するため採用活

動を行っており、うち 2 名を研修事業担当に、

残り 2 名をプロモーション担当とする方針であ

る。これら職員は当初調査員として訓練を受け、

将来的には講師として育成する方針である。 
＋ ニーズ調査を既に実施している（2004 年 3 月に

第一次ドラフト受領） 
＋ 専門家は C/P の運営能力強化に役立っている。

 面談調査 

4. 投入結果 

4-1. 日本側の投入 ＋ 長期専門家 2 名と短期専門家 6 名が派遣され、

運営計画立案、コース開発・管理、教材開発、

調査実施、冊子開発といった技術的側面に関し

FTTC 職員を支援している。 
＋ FTTC の職員 4 名が日本での C/P 研修に派遣さ

れ、うち 2 名はインドネシアにも類似案件の視

察のため派遣されている。 
＋ 日本側の資機材投入はいずれも、当初計画通り

に JICA が行っている。 

 文献調査（Annex 7 
10, 12, 13, 14, 23, 
24） 

 面談調査 

4-2. エジプト側の

投入 
＋ エジプト側は 50 万ポンドに加えて、全ての建

物・設備を整備した。 
＋ 10 人の C/P を含む 18 人が最適な時期に配置さ

れ、必要に応じて増員する方針である。 

 文献調査（Annex 
6, 7, 23, 24） 

 面談調査 
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評価項目 調査結果 
参照 

*) 参照番号は Annex 番号も

しくは質問票の質問番号 

5. 実施プロセスの適切性 

5-1. モニタリング

計画と実績 
  面談調査 

5-2. 専門家と C/P
との間のコミ

ュニケーショ

ンの適切性 

＋ C/P が変わらなかったため、日本人専門家と C/P
とのスムーズなコミュニケーションが可能であ

った。 
＋ C/P からのコミュニケーションは当初消極的で

あり、C/P は日本人専門家に相談無く物事を決

定することがあったが、教材・ロードマップ・

コースプロファイル等の共同開発作業を通じ

て、C/P 側から自発的に所内会議を毎週開催す

るようになった。 

 面談調査 
 質問票調査（EX 
1-1, 1-2） 

5-3. 技術移転方法

の適切性 
＋ 専門家は日本の経験・教訓を示唆しながら、C/P

と協業するように心がけた。 
 面談調査 
 質問票調査（CP 
3-2; EX 1-3, 1-4） 

 

3-2 評価 5 項目に照らした調査結果 

3-2-1 妥当性 

評価項目 調査結果 
参照 

*) 参照番号は Annex 番号も

しくは質問票の質問番号 

1. 上位目標の妥当性 

1-1. 政府政策との

妥当性 
＋ エジプトの大統領・政府共に輸出振興・FTTC

強化に最高の優先順位を与えている。 
＋ 政府は外国貿易に特化した省（MOFT）を設置

している。 
＋ 外国貿易省令第 661 号（2000 年）は FTTC の設

置について、「FTTC は、輸出業者のパフォー

マンス向上を通じて、対象市場に対処輸出業者

の比較優位を強化することを目的とする」と定

めている。 
＋ 省令第 74 号（2001 年）は、特別研修コースを

提供するエジプトにおける唯一の外国貿易研修

機関として FTTC を規定している。 
＋ 政府は 2003 年に輸出促進戦略を立案している。

＋ 政府は FTTC を貿易分野における人材開発拠点

として強化している。 

 文献調査（Annex 
25, 26, 27） 

 面談調査 
 質問票調査（CP 
1-1） 
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評価項目 調査結果 
参照 

*) 参照番号は Annex 番号も

しくは質問票の質問番号 
1-2. 政府ニーズと

の妥当性 
＋ MOFT は FTTC に貿易関連人材を育成するよう

期待している。 
＋ 政府は貿易研修ニーズを満たす専門機関を必要

としていると、FTTC は認識している。 
＋ 政府職員は中小企業向けコンサルティングを行

っているため、貿易手続きに関する実務知識を

必要としている。 

 面談調査 
 質問票調査（CP 
1-2; CL 1-2, 1-3; 
PM 1-2; BA 1-1; 
EX 2-1） 

1-3. 企業ニーズと

の妥当性 
＋ 輸出マーケティングに関する知識不足が輸出促

進の大きな障害の一つであると FTTC は認識し

ている。 
＋ 面談調査の結果、企業は貿易研修及び輸出専門

家を実際に必要としていることが判明した。 
＋ 市場調査をどのように行うのかを研修・訓練す

ることで、企業は輸出に関連した知識を増やす

ことができたと認識している。 

 面談調査 
 質問票調査（CP 
1-3; CL 1-2, 1-3; 
PM 1-2; EX 2-1） 

1-4. 日本支援の比

較優位 
＋ MOFT は、専門家・日本での C/P 研修、研修コ

ース、資機材が得られるという点で日本の支援

を評価している。 
＋ FTTC の認識によると、日本は製品開発と輸出

マーケティングで知られている。 
＋ FTTC は日本が類似研修センターを開発途上国

で発展させてきたと認識している。 
＋ FTTC は日本が情報システム、研修向け AV 機

器、コンピューターシステム、ネットワークで

専門能力を有していると認識している。 
＋ 日本には C/P のキャパシティ・ビルディングを

行うために専門家を派遣する技術協力スキーム

がある。 
＋ 「輸出リスクマネジメント」コースの開発にあ

たっては、日本の経験が活用された。 

 面談調査 
 質問票調査 
（CP1-4; BA 1-2）

2. プロジェクト目標の妥当性 

2-1. 政府・企業ニ

ーズとの妥当

性 

＋ FTTC の研修コースはいずれも貿易関連科目で

あり、FTTC は可能な限り実務的内容とするよ

う努力している。 
＋ FTTC は政府だけでなく企業からも研修生を多

数受け入れている。 
＋ FTTC は FTTC 外部においても tailored training 

courses を実施し始めている。2004 年 3 月までに

193 人の研修生が同研修を受講した。 
＋ 企業向け面談調査によると、ほとんどの研修生

 文献調査（Annex 
18） 

 面談調査 
 質問票調査（CP 
1-2, 1-3; CL 1-2, 
1-3, 2-1, 2-2, 2-3, 
2-4, 2-5, 2-6, 2-7, 
2-8; PM 1-2; BA 
1-1; EX 2-1） 
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評価項目 調査結果 
参照 

*) 参照番号は Annex 番号も

しくは質問票の質問番号 
が FTTC の研修内容に満足している。 

＋ 所長と研修事業部長は、いずれの研修科目にも

研修で得られる獲得目標と受講の必須条件を定

めている。 

3. 妥当性を欠いた要因 

3-1. 妥当性を欠い

た理由 
  面談調査 

 質問票調査（CP 
1-5; CL 2-9; BA 
1-3; EX 2-2） 

 

3-2-2 有効性 

評価項目 調査結果 
参照 

*) 参照番号は Annex 番号も

しくは質問票の質問番号 

1. プロジェクト目標の達成度 

1-1. 本格稼働への

準備状況 
＋ 本格稼働の準備は予定より早く進んでいる（ニ

ーズ調査のみ 2004 年 3 月に終了見込み）。 
＋ プロジェクトの実施により、現段階で必要な資

機材の導入が行われ、C/P と講師が割り当てら

れ、研修コースが開発され、知識の移転が行わ

れた。 
＋ 冊子が完成し、プロモーション活動が 2003 年

12 月から強化された。 

 文献調査（Annex 
2, 3, 6, 8, 23, 24） 

 面談調査 
 質問票調査（CP 
2-1; EX 3-1, 3-2） 

2. プロジェクト目標達成への貢献要因 

2-1. 本格稼働準備

への貢献 
＋ プロジェクトの実施により、必要なタスクが認

識され、FTTC の基礎（ロードマップ、コース

プロファイル、研修モジュール、カリキュラム、

シラバス、講師選定手続きフォーマット、冊子、

教材、研修実施計画）が強化された。 
＋ 19 の研修コースが開発された。更に、FTTC の

対外信頼性を強化するため、FTTC は他の教育

機関との協調により学位プログラムも提供して

いる。具体的には、(1)アラブ・アカデミーとの

協力による国際マーケティング経営学修士コー

ス（既に実施開始）；(2)ケンブリッジ大学との

経営学ディプロマコース（2004 年 3 月末開講予

定）； (3)カイロ大学との「Qualified Export 
Essentials」ディプロマコース（協議を既に開始。

 文献調査（Annex 
6, 10, 13, 14, 17, 
20, 21 及び FTTC
冊子） 

 面談調査 
 質問票調査（CP 
2-1, 2-3, 2-4, 2-5, 
2-6, 2-7, 2-8, 2-9; 
CL 2-1, 2-2, 2-3, 
2-4, 2-5, 2-6; PM 
2-1, 2-2, 2-3, 2-4, 
2-5, 2-6, 2-7; EX 
3-1, 3-2, 3-4） 
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評価項目 調査結果 
参照 

*) 参照番号は Annex 番号も

しくは質問票の質問番号 
本ディプロマコースを MBA コースの受講要件

とする方針）。 
＋ FTTC の研修コースは 5 分野で構成されてい

る：Main Export Courses (「Qualified Export 
Specialist」と「Export Essentials」コースを含む 6
コースで構成；Export Supported Services コース

（3 コース）；Export Skills コース（7 コース）；

Professional Academic コース（3 コース）；Tailored
研修コース。 

＋ FTTC は FTTC 外部においても tailored training 
courses を実施し始めている。2004 年 3 月までに

193 人の研修生が同研修を受講している。 
＋ FTTC のリージョナルな研修センター構想は既

に着手され、スーダン、オマーン、イエメンか

らの参加者に研修を行っている。 
＋ 研修コースの立案にあたっては、ニーズ評価と

JICA 専門家との協議に基づいて必要コースの

決定を行っている。 
＋ 質問票調査・面談調査によると、ほとんどの研

修生は研修の期間、講師の数、教材の質に満足

していた。 
＋ C/P は日本での C/P 研修で習得した内容を、デ

ータベース管理、図書館管理、講師選定、コー

スプロファイル・ジョブフロー開発に役立てて

いた。 
＋ 提供資機材は研修コースの運営にフル活用され

ていた。 
＋ FTTC は研修生向け図書館を開設していた。 
＋ 現段階では FTTC には常勤講師はおらず、大学

教員・実務者・外国人講師で構成されている。

但し、FTTC は面談とテスト授業の評価に基づ

いた講師候補者のアクティブリストを持ってい

る。講師の選定においては、次の手順に従う：

(1)選定委員会を立ち上げる；(2)テスト授業を実

施する；(3)トレーナーズ・トレーニング（TOT）
を講師候補者に実施する。 

＋ 教材は次に手順に従って開発されている：(1)研
修コースの目的を決定する；(2)目的に基づき、

研修コースの内容を決定する；(3)決定された内

容と TOR に基づき、FTTC は講師に教材開発を
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評価項目 調査結果 
参照 

*) 参照番号は Annex 番号も

しくは質問票の質問番号 
依頼する。FTTC は今後も TOR に従って教材を

開発する計画である。更に、所長と研修事業部

長は研修コースを見学後教材開発の要請を講師

にしている。FTTC は日本人専門家の支援によ

り Qualified Export Experts コースの教材開発を

行った。 
＋ FTTC はプロモーション計画を立案し、冊子、

新聞広告（隔月）、「awareness events」、ニー

ズ調査、メール・ファックス・電話によりプロ

モーションを行う方針を立てている。これまで

計画は「awareness events」を除いて全て実施さ

れている。更に、面談によるプロモーション

（face-to-face promotion）を計画している。研修

生はまず新聞広告で研修コースのことを知り、

二度目以降の研修コース参加に当たっては

FTTC からの電話・メールを通じて知ったケー

スが多かった。 

3. プロジェクト目標の達成を阻害した要因 

3-1. プロジェクト

実施を阻害し

た要因 

＋ 研修ニーズと提供コースとの深刻な乖離は見ら

れない。 
 文献調査（Annex 
2, 3, 6, 8, 10, 13, 14 
15, 17, 18, 20, 21
及び FTTC 冊子）

 面談調査 
 質問票調査（CP 
2-2, 3-1; CL 2-7; 
EX 3-1, 3-4） 

 

3-2-3 効率性 

評価項目 調査結果 
参照 

*) 参照番号は Annex 番号も

しくは質問票の質問番号 

1. 成果の効率性 

1-1. 研修生の

capacity- 
building 

＋ FTTC は 19 の研修コースを開発し、これまで政

府・企業の 1,300 人以上の人材を教育してきた。

＋ 研修生は研修コースに満足しており、研修内容

を実務に活用している。 
＋ FTTC は工場見学・ロールプレイといった方法

を織り交ぜることで教育方法を工夫している。

 文献調査（Annex 
18） 

 面談調査 
 質問票調査（EX 
4-4, 4-5） 
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評価項目 調査結果 
参照 

*) 参照番号は Annex 番号も

しくは質問票の質問番号 
事例研究と実務を重視することで、研修生の理

解を図っている。 
＋ 研修生はほぼ講師にも満足している。 
＋ FTTC は研修生・講師に図書館サービスを提供

し、統計・教科書の閲覧・貸出に応じている。

＋ FTTC は研修生に「trade-map サービス」（顧客

に関するデータベース）を提供している。 
－ FTTC 職員によると、研修生の一層の理解をは

かるためには、実務の応用、事例研究、オープ

ンディスカッション、シミュレーションといっ

た方法を取り入れることが欠かせない。 
－ 講師によってはコミュニケーションスキルを欠

いており、プレゼンテーションソフト・AV 機

器の扱いに不慣れな講師も見られた。 
1-2. C/P のキャパ

シティ・ビル

ディング 

＋ FTTC 職員 4 人が 10-20 日の C/P日本研修に派遣

された。 
＋ FTTC 職員 2 人がインドネシアに派遣され、イ

ンドネシア貿易研修センターと意見交換を行っ

た。 
＋ FTTC 職員の職員 2 名が CBI に派遣され、TOT

セミナーに参加した。 
＋ C/P は本部研修での習得事項を業務に活用して

いる。 

 文献調査（Annex 
14） 

 面談調査 

2. 投入の質・量・時期の適切性 

2-1. 専門家 ＋ 長期専門家 2 人が 2002年 8月から派遣されてい

る。長期専門家の業務内容は：(1)年間運営計画

の立案；(2)フォローアップ調査（2003 年）とニ

ーズ調査（2004 年）の実施；(3)研修コースの計

画；(4)研修コースの運営管理；(5)研修コースの

分析；(6)FTTC 冊子の開発作成；(7)教材の開発；

(8)資機材・書籍の調達・配送手配；(9)C/P 日本

研修への職員派遣；(10)短期専門家の受入、と

なっている。 
＋ 短期専門家は 6 人派遣され、次の分野での技術

移転を行った：(1)ウェブマーケティング；(2)
リスクマネジメント；(3)トレード・フェア；(4)
ウェブマーケティング（フォローアップ）；(5)
リスクマネジメント（フォローアップ）；(6)研
修センター管理。 

 面談調査 
 質問票調査（CP 
3-1, 3-2; EX 4-1） 



- 13 - 

評価項目 調査結果 
参照 

*) 参照番号は Annex 番号も

しくは質問票の質問番号 
2-2. 資機材 ＋ 資機材はスケジュール通りに提供・導入され、

研修コース・事務の双方で適切に利用されてい

る。 
－ AV 機器は質・量ともに効率性が低い。カンフ

ァレンスシステムはマイクが 10 個しかなく、ワ

イヤレス・ハンドフリーマイクが必要である。

 文献調査（Annex 
10） 

 面談調査 
 質問票調査（CP 
3-3, 3-4; EX 4-2, 
4-7） 

2-3. C/P 配置 ＋ 10 人の C/P を含む 18 人の職員が配置されてい

る。職員数・能力は研修活動の運営には十分で

ある。C/P は国際的訓練を受け、英語にも堪能

な所長と研修事業部長を擁しており、スムーズ

なコミュニケーションが可能になっている。 
－ FTTC は研修活動のプロモーションを担当する

1-2 人の職員を補充する必要がある。 

 文献調査（Annex 
6） 

 面談調査 
 質問票調査（CP 
3-5） 

2-4. 建物・設備 ＋ 研修実施に必要な建物・設備は準備されている。

＋ 今後の研修生・研修コースの増加によっては既

存の場所では手狭になることが予想されるた

め、FTTC は現在の敷地内の別箇所に移転する

計画がある。 

 面談調査 
 質問票調査（EX 
4-3, 4-8） 

2-5. FTTC の財務

状況 
＋ FTTC の財務は設立時に MOFT と National 

Commercial Bank から助成された 50 万ポンドを

元手に、2002 年から 2004 年までに得た研修受

講費 150 万ポンドからなっている。 
＋ FTTC の予想では、今後研修コースが増加する

ことで、FTTC の収入は一層安定すると見られ

ている。 

 文献調査（Annex 
9） 

 面談調査 
 質問票調査（CP 
3-6） 

2-6. ローカル・コ

スト 
＋ 2003 年のバランスシートによると、収支は黒字

であり、エジプト側のローカル・コストの支出

も適切になされている。 

 文献調査（Annex 
7, 8, 9） 

 面談調査 
 質問票調査（EX 
4-6） 

2-7. 日本研修 ＋ FTTC は本部研修がよく組織されていたことを

評価している。 
＋ C/P は本部研修の内容を業務に活用している。 
＋ 本部研修を受講した職員によると、研修の結果、

ネットワークの導入により FTTC 部間の情報の

流れが改善した。 

 文献調査（Annex 
13） 

 面談調査 
 質問票調査（CP 
3-7） 
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評価項目 調査結果 
参照 

*) 参照番号は Annex 番号も

しくは質問票の質問番号 

3. プロジェクト支援体制の効率性への貢献度 

3-1. 合同調整委員

会の役割 
＋ 合同調整委員会は必要時に招集されていた。 
＋ FTTC は定期的に招集されている FTTC 役員会

をより積極的に活用している。 

 面談調査 
 質問票調査（CP 
3-8; EX 4-9） 

3-2. 運営指導調査

団の役割 
＋ 運営指導調査団は 2003年 6月に派遣され、FTTC

の本格稼働をモニターしている。 
 面談調査 

4. その他機関との協調の効率性 

4-1. その他機関と

の協調 
＋ アラブ・アカデミー、CBI、IIFT 等の各研修機

関と協調することで、FTTC は自身の名声を高

め、研修コース開発・講師選定・評価における

各研修機関のノウハウを獲得できる。 
＋ FTTC は「産業近代化計画（IMP）」や「開発の

ための社会基金」といった機関と今後協調して

ゆくことを計画している。 

 面談調査 
 質問票調査（CP 
3-9; BA 3-1. 3-2, 
3-3; EX 4-10; DO 
1-4） 

5. 効率性の阻害要因 

5-1. 効率的なプロ

ジェクト実施

を阻害した要

因 

－ MOFT は輸出製品開発には産業省が重要である

ことを認識しているにもかかわらず、FTTC の

役員会には産業省からの代表が欠如している。

その結果、実質的に産業省との調整は行われて

いないと言える。 

 面談調査 
 質問票調査（CP 
3-1, 3-2, 3-3, 3-4, 
3-5, 3-6, 3-7, 3-8）

 

3-2-4 インパクト 

評価項目 調査結果 
参照 

*) 参照番号は Annex 番号も

しくは質問票の質問番号 

1. インパクト 

1-1. 本格稼働の開

始 
＋ FTTC は本格活動の準備を終え、既に活動を開

始している。 
 文献調査（Annex 
2, 3, 4, 6, 8） 

 面談調査 
1-2. 研修を受けた

人材の増加 
 
 
 
*) この評価項目は

当初のロジカルフ

レームワークには

含まれていなかっ

＋ 2002 年 2 月から 2004 年 3 月までの間、FTTC は

1,383 人の研修生を受け入れており、うち 401 人

を政府から、861 人を民間企業から、36 人を公

営企業等から、68 人を新卒者から、17 人を財界

団体から受け入れている。 
＋ 民間企業からの研修生は大半のセクターをカバ

ーしており、42%がサービス業から、11%がエ

ンジニア・電気セクターから、8%が建築資材セ

クターから、7%が化学産業から、6%が食品生

 文献調査（Annex 
15, 18） 

 面談調査 
 質問票調査（CL 3; 
BA 3-1; EX 5-1） 
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評価項目 調査結果 
参照 

*) 参照番号は Annex 番号も

しくは質問票の質問番号 
たが、既に研修コー

スが実施されてい

ることが運営指導

調査団により確認

されたため、新規評

価項目として追加

した。 

産からという構成になっている。 
＋ 研修コースが研修生の業務にどのような直接的

な貢献があったかを判断するには時期尚早であ

るが、面談調査に応じた研修生はいずれも役に

立つ知識・スキルを FTTC の研修で得たと回答

している。 
－ 現行の研修コースには実務的側面が欠けている

ことがあった。より実務に沿った内容となれば、

貿易関連人材の質・量双方からの強化に貢献で

きると考えられる。 
1-3. 輸出促進にお

ける FTTC の

重要性 

＋ FTTC によると、FTTC は次の理由で貿易振興上

重要な役割を果たしている： 
1) FTTC は公的セクター、民間セクター、新卒

者の人材訓練を行っている。 
2) 研修以外にも、FTTC は「輸出文化」の喚起

を行っている。 
＋ FTTC は、(1)輸出の障害と潜在力、(2)貿易環境、

(3)輸出機会、についての情報提供も行ってい

る。 

 文献調査（Annex 
25, 26, 27） 

 面談調査 
 質問票調査（CP 
4-3; BA 3-2; EX 
5-5） 

1-4. その他のイン

パクト 
（輸出促進へのインパクト） 
＋ FTTCは1,300人以上の研修生に研修を提供して

きた。 
＋ 輸出増加に貢献する要因は多数ある（政府政策、

生産・マーケティングの改善に向けた企業努

力）。これらの要因が統合されればよい。 
（生産性向上へのインパクト） 
＋ 輸出向け高品質生産の重要性を多くの企業が認

識するようになっており、FTTC の研修はエジ

プト産業の製品開発改善に貢献したと考えられ

る。 
（スキルへのインパクト） 
＋ FTTC は個々人のスキル開発を行い、調査活動

を開始している。今後はコンサルティング活動

も行う計画である。 
＋ 部下を研修コースに派遣した上司は、研修参加

後に部下が経済分析・貿易交渉でのスキルが向

上したと考えている。 
＋ ほとんどの研修生が報告書作成、ホームページ

作成、慎重なビジネス取引、チェックリストの

活用等に研修内容を応用していた。 

 面談調査 
 質問票調査（CP 
4-4; CL 3-3; BA 
3-3; EX 5-6） 
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評価項目 調査結果 
参照 

*) 参照番号は Annex 番号も

しくは質問票の質問番号 
（FTTC 研修への再参加） 
＋ 4 人中 3 人が FTTC の研修に再度参加すること、

もしくは別の職員を派遣することに肯定的であ

った。 
（阻害要因） 
－ 専門家によると、エジプト企業は輸出志向が弱

く、煩雑な輸出手続きに苦しみ、輸出関連知識

を備えた人材が限られており、輸出支援目的の

銀行サービスに満足なアクセスができない問題

があり、これらが輸出促進の阻害要因となって

いる。 

 

3-2-5 自立発展性 

評価項目 調査結果 
参照 

*) 参照番号は Annex 番号も

しくは質問票の質問番号 

1. 組織面 

1-1. FTTC の将来

の役割 
＋ 輸出振興の重要性に関する政府職員の発言を考

慮すると、FTTC の役割は政府にとって重要で

あると考えられる。 
＋ FTTC と MOFT は FTTC をリージョナルな研修

センターとする計画を持っている。この計画は

既に実施段階にあり、アラブ諸国への研修がこ

れまでに行われている。 
＋ イラク、スーダン、ヨルダン、シリアは FTTC

のような研修機関を自国に設置することに興味

を示し、もしくは職員を FTTC に派遣すること

に関心を示している。 
＋ FTTC は調査・コンサルティングサービスを今

後提供する計画を進めている。 

 文献調査（Annex 
25, 26, 27） 

 面談調査 
 質問票調査（CP 
5-3） 

1-2. 運営管理体制 ＋ 運営管理体制は計画通りに確立された。 
＋ FTTC は役員会直下の所長のもとに、4 つの部を

構えている：(1)財務・管理部；(2)IT 部；(3)研
修事業部；(4)プロモーション部。 

＋ FTTC は講師確保にあたって選定委員会を設置

している。その委員は所長（選定委員会委員長）、

研修事業部長、長期専門家（2 名）の合計 4 人

である。 
＋ FTTC は研修数増加のための計画を有している：

 文献調査（Annex 
4, 5, 6, 15, 22, 23, 
24） 

 面談調査 
 質問票調査（CP 
5-1, 5-2; EX 6-1） 
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評価項目 調査結果 
参照 

*) 参照番号は Annex 番号も

しくは質問票の質問番号 
1) 研修コース数の増加； 
2) 研修設備の強化； 
3) 新たな研修手法の開発（遠隔地教育、

e-learning、リージョナル研修、セクター別・

市場別研修、IT 強化研修、販売促進）。 
＋ FTTC は研修の質改善のための計画を有してい

る： 
1) 国際教育機関と新規研修コースを導入するこ

と； 
2) 試験の実施と修了証発行； 
3) 第三国からの講師を確保； 
4) ニーズ調査； 
5) 図書館・データ収集サービスの強化。 

＋ FTTC は新規サービスの提供のための計画を有

している： 
1) 同窓会の運営； 
2) シミュレーションセンターの開設・運営； 
3) コンサルティングサービスの提供。 

＋ FTTC はダイレクトメール、ファックス、メー

ル、新聞、冊子によりプロモーション活動を展

開してきた。 
＋ FTTC は財界団体・業界団体・企業のプロモー

ション対象機関に関するリストを持っている。

－ 年間研修計画は十分には立案されていない。 
－ 現在困難なのは、研修コースの広報である（プ

ロモーション対象リストはアップデートが困

難）。 
－ 現行のシステムをより安定させるために、FTTC

はモニタリングシステムを改善する予定であ

る。 
1-3. 運営戦略とプ

ロジェクト計

画 

＋ FTTC は日本人専門家と共に運営戦略を策定し

ていた。 
－ 運営計画は頻繁に変更された。 

 文献調査（Annex 
2） 

 面談調査 
 質問票調査（EX 
6-2） 
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評価項目 調査結果 
参照 

*) 参照番号は Annex 番号も

しくは質問票の質問番号 

2. 財務面 

2-1. エジプト政府

の予算配分 
＋ 省令に定義されているとおり、FTTC は財政上・

行政上ともに独立している。 
＋ FTTC 設立時に助成された 50 万ポンドを除き、

FTTC への政府予算の割り当てはない。 

 文献調査（Annex 
8, 9, 25, 26, 27） 

 面談調査 

2-2. FTTC の収入 ＋ 財務状況は良好である。 
＋ FTTC の財源は設立時に MOFT と National 

Commercial Bank から得た 50 万ポンドを元手

に、2002 年から 2004 年までに得た研修受講費

150 万ポンドからなっている。 
＋ FTTC は今後研修コース・学位コースを増やす

ことで収入を増やす方針である。この方針は一

部が実際に実施されている。 
＋ EU は IMP をエジプトに供与することを支持し

ている。 
＋ FTTC は研修コストの計算を行い、採算のとれ

る研修コースを実施するようになっている。 
＋ MOFT は、FTTC を政府職員向けの唯一の研修

機関として定義している。 
－ FTTC の有効なプロモーションが財務上の自立

発展性に必要である。 

 面談調査 
 質問票調査（CP 
5-4, 5-5; EX 6-4） 

3. 技術面 

3-1. 技術移転の進

捗 
＋ 専門家によると、コースプロファイル・カリキ

ュラムに基づいた研修体制が確立され、技術も

基本的に移転したと考えられる。 
＋ 現在の FTTC 職員は研修コースの計画・実施に

必要な技術的能力を有している。 

 面談調査 
 質問票調査（CP 
5-6; EX 6-3, 6-5） 

3-2. FTTC の人材 ＋ 人材補充は今後の FTTC のニーズに応じて行わ

れる。 
 面談調査 
 質問票調査（CP 
5-7; EX 6-6） 

3-3. 資機材の維持

管理及び更新 
＋ FTTC は計画に従った維持管理を行っている。 
＋ 担当部長は維持管理を記録している。 

 文献調査（Annex 
11, 12） 

 面談調査 
 質問票調査（CP 
5-8; EX 6-7） 

4. 今後の支援ニーズ 

4-1. 維持管理体制  FTTC は次の支援を期待する： 
1) 2 年後に定期的にニーズ調査を行うこと。 

 面談調査 
 質問票調査  (CP 
5-9; EX 6-8) 
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評価項目 調査結果 
参照 

*) 参照番号は Annex 番号も

しくは質問票の質問番号 
4-2. 技術移転  FTTC は次の支援を期待する： 

1) E-commerce コースについてのコースプロフ

ァイルを作成すること（例：シラバス開発、

ソフトウェア供与、短期専門家による技術移

転）； 
2) 主要コース（特に「Qualified Export Specialists

コース」）の教材を開発すること； 
3) IIFT（Indian Institute of Foreign Trade）や ITC

（International Trade Center）といった外国貿

易研修機関から第三国講師を確保すること；

4) 新しい冊子・「awareness events」といった独

自のプロモーションキャンペーンを展開する

こと； 
5) 特にアラブ諸国を対象とする第三国研修の実

施を促進すること； 
6) 短期専門家と協力して e-learning コースを導

入すること； 
7) 書籍・ソフトウェア（ITC の「Trade-map」及

び企業総覧）の提供により図書館サービスの

向上を図ること。 

 面談調査 
 質問票調査（CP 
5-9; EX 6-8） 
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第 4 章 評価結果 

4-1 評価 5 項目の評価結果 

(1) 妥当性 

当プロジェクトは政府職員及び企業界のニーズだけでなくエジプト政府の政策にも合致

しており、プロジェクトの妥当性は高い。 

第一に、当プロジェクトは政府の政策と一貫している。大統領及びエジプト政府はともに

輸出振興に最高の優先順位を与えており、政府は貿易政策の立案・実施のために外国貿易に

特化した省（外国貿易省）を設置するだけでなく、貿易関連人材を官民双方のセクターで育

成するために FTTC を設置している。2000 年に公布された外国貿易省令第 661 号によると、

「FTTC は、輸出業者のパフォーマンス向上を通じて、対象市場に対処しうる輸出業者の比

較優位を強化することを目的」とすることを規定している。また、翌年公布の省令第 74 号

は、特別研修コースを提供するエジプトにおける唯一の外国貿易研修機関として FTTC を位

置づけている。また、2003 年 3 月に立案された輸出促進戦略によると、「エジプト輸出業

者の競争力を高め、対象市場に対処しうる輸出業者の能力を強化する」ことに FTTC が重要

な役割を担っていることを確認している。 

第二に、当プロジェクトは政府職員及び企業界のニーズにも合致している。政府のニーズ

に関しては、FTTC は貿易関連人材を養成してほしいと MOFT が期待し、「政府は専門機関

に貿易研修のニーズを満たすよう希望している」と FTTC も認識している。政府職員は中小

企業向けのコンサルティング・サービスを行うこともあるので、輸出手続きに関する実務知

識を必要としている。企業界のニーズに関しては、輸出マーケティングに関する知識の不足

こそがエジプトの貿易促進上の障害であると FTTC は認識している。FTTC の研修コースは

いずれも貿易関連科目で構成されているうえ、可能な限り実務的な内容となるよう努力を払

われている。また、tailored 研修コースを FTTC のセンター外でも実施するなど、需要に応

じた柔軟性を持っている。 

日本が FTTC を支援する比較優位も確認された。MOFT の認識では、日本には 1)貿易関

連分野での専門家がおり、日本でカウンターパート研修を受講できること、2)一貫した研修

コースが存在すること、3)レベルの高い資機材が得られること、をメリットとしている。

FTTC の認識によると、日本は、1)輸出マーケティングの能力があること、2)類似した貿易

研修センターを他の途上国でも実施してきた実績があること、3)情報通信技術・研修用 AV

機器での専門能力があること、4)専門家によるカウンターパートの能力育成を行う技術支援

があること、を指摘していた。 
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(2) 有効性 

プロジェクトは外部条件に阻害されることなくプロジェクト目標を達していた。本格稼働

のための準備は、予定よりも早く実施されており、当プロジェクトの有効性は高いといえる。 

当プロジェクトの実施により、ロードマップ、コースプロファイル、研修モジュール、カ

リキュラム、シラバス、講師選定手続き、冊子、教材、研修実施計画が専門家の支援のもと

整備されるなど、貿易研修センターとしての基礎整備に当プロジェクトは貢献した。 

現在、FTTC は 1)「輸出メインコース」、2)「輸出関連業務コース」、3)「輸出スキルコ

ース」4)「学位コース」、5)「Tailored 研修コース」の合計 5 分野から 19 コースを提供して

いる。特に、学位コースは FTTC の信用度を高めるため他の教育機関と協力しての提供であ

る。また、FTTC は中近東・アフリカ地域における地域研修センターとしての役割も加味し

てゆく計画を持っている。教材の開発は、1)まず、研修コースの目的が特定され、2)第二に、

目的に基づいて研修コースの目的を FTTC が定め、3)最後に、上記目的と具体的項目（specific 

terms of references）に合致するような教材を開発するよう FTTC から講師に依頼を行う、と

いう手順を踏んでいる。ほとんどの研修生は研修期間、講師数、教材の質のいずれにも満足

しているが、出身背景もレベルも異なる研修生が同一コース内混在していることに戸惑う研

修生も見られた。 

FTTC には現在のところ常勤講師はおらず、大学教員、実務者、外国人講師といった外部

の非常勤講師で構成されている。但し、FTTC は講師候補者のリストを持っており、既に講

師選定手続き及び基準を定めている。 

2003 年 12 月からプロモーション活動が強化されてきた。FTTC はプロモーション計画を

立案しており、その内容によると、冊子、新聞広告、「awareness events」、ニーズ調査、メ

ール・ファックス・電話による広報を展開してゆくことが決められている。大半の広報計画

は既に展開されており、現在のところ「awareness events」のみが未実施となっている。なお、

面談によるプロモーション（face-to-face promotion）も計画中である。 

 

(3) 効率性 

エジプト側及び日本側の双方から全ての投入がなされ、効率的にプロジェクトの成果を生

み出すことができた。従って、プロジェクト実施の効率性は高いといえる。 

長期及び短期の両専門家が派遣されており、長期専門家は次の分野で FTTC 職員を補助し

ている：1)年次運営計画を作成する、2)フォローアップ調査及びニーズ調査を行う、3)研修

コースを立案する、4)研修コースを管理する、5)研修コースの分析を行う、6)FTTC の冊子

を作成する、7)教材開発を行う、8)資機材及び書籍を購入・配送する、9)カウンターパート

職員を日本でのカウンターパート研修に派遣する、10)短期専門家の受入を行う。 

一方、短期専門家はのべ 6 人が派遣され、1)ウェブ・マーケティング、2)リスク・マネジ

メント、3)トレード・フェア、4)ウェブ・マーケティング（フォローアップ）、5)リスク・

マネジメント（フォローアップ）、6)研修センター管理、の各分野で技術移転を行った。FTTC
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は短期専門家のコミュニケーションスキルに問題があったと指摘しているが、技術面での貢

献に関しては評価が高いようである。実際に、FTTC が専門家に期待するのは、第一に技術

移転の質・能力であって、言語力はその他の期待項目（長期間の指導）と並ぶ一つの項目に

過ぎない。 

資機材はいずれも導入が完了し、研修目的並びに事務目的に適切な利用がなされている。

ただし、音響システム（例：マイク）は質・量ともに不足している。また、FTTC の LAN

システムはクライアント・サーバー・システムでないことに加え、ISDN 回線を利用してい

るため、使い勝手がよくないとのコメントもあった。 

エジプト側は 10 人のカウンターパートを含む 18 人の職員を配置している。職員の人数・

資格とも現在の研修事業の運営には十分といえる。ただし、今後は研修のプロモーション活

動を担当する職員を 1-2 名採用することが求められる。 

エジプト側は研修実施に必要な建物・設備を整備していた。しかし、今後研修コースと研

修生が増加した場合、現在の建物では手狭になることが予想されており、FTTC は同一の敷

地内の別棟に移転する計画を持っている。さらに、トレードフェア会場内に立地しているた

め、FTTC はこれまでにカイロ国際トレードフェア・カイロ国際書籍フェアのために閉鎖さ

れたことがあり、その際夕方の研修コースの延期を余儀なくされた。 

FTTC は設立時に外国貿易省及び National Commercial Bank から 50 万エジプト・ポンドを

助成されている。2002 年から 2004 年までに研修費として総額 150 万ポンドの収入があった。

今後、研修コースと研修生が増加すれば安定財源の確保ができると、FTTC は見込んでいる。

2003 年の収支バランスは黒字であり、エジプト側で支出されるべきローカル・コストも適

切に支出がなされている。 

当プロジェクトの実施によりカウンターパート職員 4 人が日本でのカウンターパート研

修に参加した。派遣された職員は、「よく組織されており、実務上役立つ」とこの研修を評

価している。 

合同調整委員会と FTTC 役員会は組織され、プロジェクトの実施プロセスをモニターして

きた。ただし、合同調整委員会は必要時に特別に招集されるのみであり、FTTC は FTTC の

戦略・方針の立案においては、定期的に開催される役員会を重用している。運営指導調査団

（Project Consultation Team）は 2003 年 6 月に派遣され、その報告についてはプロジェクト

活動にフィードバックされている。 

アラブ・アカデミー、オランダ CBI、IIFT（Indian Institute of Foreign Trade）といった研修

機関と協力することで、FTTC は自身の名声を高めながら、各研修機関のコース開発に関す

るノウハウを吸収してきた。今後も産業近代化計画（Industrial Modernization Program: IMP）

や開発のための社会基金（Social Funds for Development）、ケンブリッジ大学との協力を推

進する計画である。 
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(4) インパクト 

プロジェクトのインパクトのうち、主だったものはいずれも正のインパクトである。第一

に、2002 年 2 月から 2004 年 3 月までに、FTTC は 1,383 人の研修生を受け入れている。う

ち、401 人が政府から、861 人が各セクターの民間企業から、36 人が公的セクターから、68

人が大学新卒者から、17 人が財界団体・業界団体からの参加者となっている。このように、

当プロジェクトは短期間ながらもエジプトの貿易関連人材の量的増加に貢献したと言える。 

第二に、当プロジェクトは貿易業務の質的改善にも貢献した。貿易研修コースが研修生の

業務実践に直接的な貢献をしたと期待するのは時期尚早とはいえ、面談調査を行った全研修

生が FTTC の研修で有用な知識とスキルを得たと指摘している。さらに、大半の研修生及び

その上司も、研修生の知識・スキルが向上しただけでなく、研修生が研修で学んだことを業

務の改善に応用していると指摘した（例：報告書作成、ホームページ作成、慎重な取引の実

践、チェックリストの活用等）。 

上述の 2つのインパクトは貿易振興におけるFTTCの重要性アップという第三のインパク

トをもたらしている。過去に研修を受けた者は FTTC での再研修を望むようになっており、

質問票調査・面談調査でも明らかになったように、大半の研修生は FTTC での研修を再度受

けるか、もしくは他の職員に研修への参加を勧めると述べている。 

 

(5) 自立発展性 

FTTC の自立発展性は基本的に確保されている。 

FTTC と外国貿易省の双方が FTTC を地域研修センターに発展させる構想を持っており、

実際にアラブ諸国から研修生受入を開始することによって構想の実現に着手していること

を考慮すると、FTTC の今後の役割も重要であり続けると考えられる。加えて、FTTC は調

査・コンサルティングサービスを業務に含める計画をしている。 

運営管理システムは計画通りに設置されている。人材は今後のニーズに応じて拡充が図ら

れる予定である。講師の選定においては、選定委員会が設置されており、選定基準・手続き

が既に定められている。講師の選定基準は、1)学歴、2)関連分野での職歴、3)語学（アラビ

ア語に加え、英語もしくはフランス語）、4)教育スキルを含むコミュニケーション・スキル、

となっている。常勤講師の確保・雇用は近い将来に FTTC が達成すべき目標の一つではある

が、FTTC はまず 1)国際マーケティング、2)経済学、3)IT、4)経営学の各重点分野で常勤講

師を確保したいと希望している。なお、大学教員を雇用する際は、候補者がコンサルティン

グ業務経験を有しているかどうかを重視し、実務家を雇用する際には、講師向け研修プログ

ラム（TOT）を提供することにしている。 

現在の FTTC 職員には、コースプロファイル及びカリキュラムに応じて研修コースを計

画・実施するだけの技術的能力がある。研修コース等を今後一層改善するために、1)研修コ

ース・研修生の増加、2)研修コースの質向上、3)新規サービスの提供、といった研修事業の

改善プログラムを計画している。 
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FTTC はダイレクトメール、ファックス、e-mail、新聞広告、冊子によるプロモーション

活動を展開してきた。プロモーションの対象者リストも持っており、財界団体、業界団体、

企業を対象としている。研修コースのレベルと研修生のレベルを適合させるため、コースプ

ロファイルには科目ごとに具体的な履修条件を明記してある。また、科目によっては、研修

生の受入に当たり、FTTC は英語と面接による選考を行っている。MBA（経営学修士コース）

とケンブリッジ大学ディプロマコースの場合、FTTC は出願者の履歴書、TOEFL スコア、

面接結果を評価する。 

FTTC の財務状況は良好である。FTTC は研修コストを算出できる能力があり、採算の取

れる研修コースを実施している。FTTC は財政上・行政上ともに政府から独立しており、設

立時に政府から助成された 50 万ポンドを除き政府から財務支援を受けていない。2002 年の

設立から評価時の 2004 年 3 月までに、FTTC は研修費として 150 万ポンドの収入があった。

EU（欧州連合）も IMP をエジプトに支出することを決定しており、FTTC が IMP に関与で

きる可能性もある。加えて、FTTC は研修コースの増加と学位コースの提供により、さらに

増収を目指す計画も行っている。 

 

4-2 結論 

全体的には、当プロジェクトは良好に実施され、計画通りに完了する見込みである。当プ

ロジェクトの成功に貢献した要因はいくつかあるが、中でも動機付けされたカウンターパー

トと長期専門家のコミットメント、及び適切に導入がなされた資機材は重要な要素といえる。 
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第 5 章 教訓・提言 

5-1 提言 

上記分析を考慮に入れ、当プロジェクトの効果を今後も強化してゆくために、終了時評価

団は以下の提言を行う： 

(1) FTTC は今後も増加してゆく研修コースに対応するため、常勤講師の雇用を行い、運

営上の一層の安定性確保に努めるべきである。 

(2) FTTC は講師のロスターの充実化維持に努め、講師候補者への講師向け研修（TOT）

を行うべきである。 

(3) FTTC は下記のプロモーション活動を継続すべきである： 

1) 潜在的なクライアント（研修生）を発掘するため、積極かつ頻繁な企業訪問を展開

することで、FTTC は研修コースのプロモーションを行うとともに、貿易関連業務

でクライアントが抱えている問題と研修ニーズの把握に努めるべきである； 

2) FTTC はクライアントの幅を広げるため、カイロ市外でもプロモーション活動を展

開すべきである； 

3) FTTC は民間企業の人事担当者が FTTC の研修計画を企業の人材開発戦略に組み込

めるようにするため、人事担当者にターゲットを絞るべきである。 

(4) FTTC は変化する研修生のニーズに応えるため、以下の分野で研修コースを多様化す

べきである： 

1) FTTC は中小企業のニーズに応えるとともに、レベル別・商品別・市場別に分化し

た研修コースを提供すべきである； 

2) FTTC は潜在的な輸出業者の発掘のため、貿易コンサルティングのサービスを行う

べきである。 

(5) FTTC は突然の職員退職等、不測の事態に備えて人事の経営安定性確保に今後も努め

るべきである。 

(6) FTTC は増加する FTTC への責任に応えるため、研修コースの多様化と研修生数の増

加によって財務の自立性を確保すべきである。 

(7) FTTC は FTTC の競争力を維持し、クライアントに魅力的な研修コースとすべく、教

材開発、研修コース評価、講師のキャパシティ・ビルディングを継続すべきである。 

(8) FTTC は変化するクライアントの研修ニーズに応えるため、研修コースに関するニー

ズ調査を定期的に行うべきである。 

(9) FTTC は自身の自立発展性を確保するため、長期間の勤務を職員が希望するような望

ましい職場環境を維持すべきである。 
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5-2 教訓 

プロジェクトの効果的な実施に当たっては、次の教訓が当プロジェクトから得られた。 

貿易研修機関の設置を成功裏に進めるには、ニーズ調査に基づき、対象レベル・商品・市

場を絞り込み特定し、研修コースを作成することが極めて重要となる。同様に、初期の段階

では、貿易業務に必要な知識・スキルを十分カバーしうるような包括的な研修コースの確保

が重要である。 
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第 6 章 今後の支援ニーズ 

終了時評価団は FTTC との議論を通じて、FTTC は当プロジェクトの第二フェーズにおい

ても JICA から継続支援を受けることで、自身のキャパシティ強化を行いたいと希望してい

ることを理解した。 

(1) 主力コースの教材開発を行うこと（特に「Qualified Export Specialists コース」）； 

(2) IIFT (Indian Institute of Foreign Trade) and ITC (International Trade Center)といった外国

の研修機関から第三国の講師を雇用すること； 

(3) 第三国研修生を特にアラブ諸国からプロモーションすること； 

(4) 「e-commerce コース」のコース・プロファイルを作成すること（例：シラバス作成、

ソフトの導入、短期専門家による技術移転）； 

(5) 図書館サービスを向上すること（書籍及び ITC の貿易地図ソフト・企業総覧の導入）； 

(6) 冊子の新規作成や「awareness event」等により、独自のプロモーション活動を展開す

ること； 

(7) コンピューター・AV 機器を補強すること； 

(8) 2 年ごとにニーズサーベイを実施すること； 

(9) 短期専門家の協力により「e-learning コース」を導入すること。 
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